格差社会　～その対応とは何か～　　　　　　　　　　　　６月４日　卒業論文第３回目発表　椎野
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第１章　日本の格差の状況
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１－１　格差肯定論　家計の所得調査か
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１－１　格差肯定論　労働所得から

１－２　格差否定論　ジニ係数の改善度から

１－２　格差否定論　高齢化や少人数世帯の増加

日本単体で見て…




１－３　世界と比較






第２章　格差の要因と影響
２－１　グローバル化







第３章　格差社会に対する対応
●非正規労働に関して…

ILOは1994年にパートタイム労働条約を採択して、パート労働者を賃金その他の労働条件で差別することを禁じた。これに基づいて、たとえばイギリスでは、「パートタイムの労働者規則」において、「時間比例の原則」適用を明記するなど、パート労働者とフルタイム労働者の賃金は同一労働同一賃金という原則が守られている。

（格差社会の構造より１６３）
●税制改革に関して…
所得税は高所得者にかかる最高税率が下げられたままとなっているなど、格差を和らげる「所得再分配」の機能が低下している。税の最大原則である公平性を回復するなど、税に対する信頼を取り戻すための対策が日必要である。


参考文献

格差社会、脱「格差社会」への戦略、格差社会の構造、希望格差社会、朝日新聞、経済財政報告など

問題意識


バブル崩壊後の日本は、グローバル化や小泉内閣による新自由主義の進行により、「格差社会」や「負け組勝ち組」などの言葉が増えていった。そのような中で、日本は米国によるサブプライムローン問題による金融危機が起きてしまった。これは、日本に大きな打撃を与え、その影響は、金融機関に始まり、大企業、中小企業、そして私たち、労働者や消費者へと様々なところへと波及していった。記憶に新しいのは、バブル崩壊後にも問題視されていた派遣労働者問題の浮上である。また、新卒生でも働き口が無く苦境に立たされている。このような状況から、日本はますます「格差」が大きくなっているのではないかと考えた。そこで、この論文では、格差社会の現状を調べ、日本は他国と比べて格差が存在しているのかを確認する。また、研究していく中で、格差が存在しているのなら、その格差の要因と縮小する対策はどういうものかを考察していきたい。








緩やかではあるが、再分配所得のジニ係数は上昇傾向にある。





所得再分配効果が強まったことにより、当初所得は上昇傾向にあるが、再分配所得は緩やかな上昇というかたちになっている。この所得再分配効果が強まったのは、社会保障が大きな要因になっている。


●社会保障…高齢化の影響で高齢者が増加したことにより、年金、医療などの給付が増加したことが大きい。また、制度改正等により保険料が上昇してきたことなども再分配効果を高める方向に作用したと考えられている。→３章の対応で社会保障について載せる予定。


●税…所得税負担軽減の一環として行われた所得税の最高税率の引き下げや税率のフラット化など、近年の税制改正の影響などによって、その再分配機能が低下したためと考えられている。→　対応の３章で税制改革を載せる予定。





日本の所得格差は緩やかではあるものの上昇傾向にある。一方で所得再分配が強まっていることや、高齢化などの影響で一概に格差が拡大したと、はっきりとは言えない。





・当初所得…賃金、事業所得、農家所得、資産所得、雑収入





・再分配所得…当初前所得から税金や社会保険料を差し引かれ、社会保障給付額を加えたもの。





・ジニ係数…完全平等０．完全不平等１。








（２）労働所得のジニ係数


労働所得のジニ係数は87年以降、緩やかに上昇し、97年から2002年は急激に上昇、2002年から2007年は緩やかに上昇。これは景気回復が続くなかで、非正規雇用者の給与水準がある程度高まったためと考えられる。→２章の非正規労働者問題へ


（３）年齢階層別の労働所得のジニ係数の推移


年齢別に見ると、20～24歳を除くすべての層で97年以降、労働所得のジニ係数は上昇。（若年層の晩婚化・未婚化、親と同居の増加により、若年での世帯主の減少。）





そこで、今度は世界と比較し、日本はどのような位置にいるのかを考察する。











第１章　日本の格差の状況





１－１　様々な統計から格差拡大肯定論（日本単体で）


１－２　様々な統計から格差拡大否定論（日本単体で）


１－３　様々な統計から（世界と比較）








第２章　日本の格差の原因と影響





２－１　グローバル化（規制緩和）企業、政府


２－２　教育


２－３　地方と都市








第３章　格差への対応





３－１　公的機関の役割（社会保障、小さな政府）


３－２　税制改革


３－３　他国からのヒント（労働政策）








分配前はOECD平均よりやや下回っている。


分配後はOECD平均よりやや上回っている。





・所得格差の大きい高齢者層の比率が高まれば高まるほど、全体の所得格差も広がっていく。


・世帯規模が縮小しているため、見せかけの所得格差が広がっている可能性がある。


・1997年以降、高学歴・高収入の女性は高学歴・高収入の男性と出会い、結婚し、働き続ける。結果、個人単位で見るよりも、世帯単位で見るほうが、所得格差は広がって見える。


「大竹文雄『日本の不平等』から」








分配前後の改善幅はOECD平均よりやや上回っている。





世界と比較すると、我が国の所得格差は再分配前では比較的小さいが、再分配後は相対的に格差が大きい状態となっており、再分配効果はそれほど強くないことが分かった。


これは、国民負担率や、社会保障給付の対GDP比率が相対的に低いことが背景の一つとして考えられている。


（ただし、OECDの調査は１０年ごとに行われているため、最新のデータが2000年になってしまう。そのため、現状どのような状態にあるのかは分からない。）





左図…公的移転による再分配効果については、OECD加盟国の中では小さいグループに入る。


右図…税による再分配効果の大きさは、OECD加盟国の中で最も小さい。





→　日本は公的移転に大きく依存していて税制があまりにも低い。これは克服すべき点なのではないか。（３章へ）





世界全体（OECD２１カ国）で見て、どの統計においても平均値よりは低い位置にあることが分かった。したがって、日本には格差が多少なりとも存在していることが確認できた。








では、格差の要因とは、影響とはどのようなものかを次章で考察していきたい。





競争原理をうまく活用して市場を成長させようとした場合、ある程度の格差が存在するのは仕方が無いことかもしれない。しかし、格差が固定化、硬直化してしまう社会になってはならないということが重要であると考える。





グローバル化





雇用・労働の変化





非正規・正規の格差拡大





新自由主義から自由化・効率化による規制緩和政策が拡がり、企業の経営戦略が「国際競争力強化」へと変わった。これが「雇用の流動化」へと発展していった。








ITなどの発展により雇用形態が多様化し、外部委託を可能にし、正規雇用を非正規雇用に置き換えることが可能に。また、株式優先などのため、固定費の中でも労働コストを中心に削減が行われた。





小泉内閣による新自由主義の誕生。


小泉元総理の「格差があってもいいではないか」の発言が問題。これは、格差を認めたことを意味するし、それを認めるということを他国ではやっていない。


『橘木俊詔「格差社会」より』








ここはまだまとまっていません。





教育格差、地方格差、などを増やしていこうと考えています。





では、それぞれの対応はどのようにしていけばよいのか。





今後の課題


２章をきちんと整理して、分かりやすくまとめる。


対応などを１番深く考えていきたいので、その部分をもっと深く掘り下げる。


また、他国から学ぶべきものを見付け、それが実現可能かどうか、問題点は何かを考察する。








